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富士通アイソテック ベースボールクラブ
野球で福島を元気に！

富士通アイソテックベースボールクラブは3月21日（土）に伊達市のほばら大泉球場で福島ホープスと対戦ししました。試合
は、先行の福島ホープスが3回に安打と四球で1点を先制しましたが、6回に追い付き1対１のまま引き分けました。
また、試合が地元（伊達市）開催という事もあり、FITBBC側の応援席も約60名の方が熱い声援を送っていました。

■福島ホープス戦で登板した投手コメント■

結成1年目の福島ホープス
でもプロには変わり無いので、

ある程度の失点は覚悟して

いましたが、その中でも、試

合を作ることだけは意識して

投げました。

結果的には4回1失点でした
が、このオープン戦が大事な

試合であれば、自分が1点を
取られた事が勝ちに繋がらな

かったことになります。大会

までに調整して、毎試合完封

出来る投球を目指します。

先発の野崎さんが、試合を
作ってくれたので、試合を壊すこ
とが無いように必死に投げまし
た。新人らしく大胆に攻められた
事が、いい投球に繋がったと思
います。
今回の福島ホープスとの試合
での投球を自信にして、大会で
は1試合でも多く登板して、チー
ムの勝利に貢献出来るに努力し
ます。


